
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 2 8 3 4 4 1 5 6 0 2 1 1
10 * 3 6 3 5 1 1 3 0 5 5 4 2 2 0
23 * 1 3 13 15 4 7 3 6 7 13 4 7 0 2
24 * 4 10 4 7 10 12 2 2 8 10 3 0 0 0
32 * 0 2 3 6 2 2 1 0 3 3 5 2 0 0
55 0 0 0 1 3 4 6 1 0 2 2 2 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 1 4 7 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
13 * 0 0 2 3 1 2 5 0 1 1 0 5 1 0
47 * 1 2 6 11 3 6 4 2 3 5 2 3 4 0
66 * 0 1 6 14 3 4 3 3 3 6 2 2 2 0
99 * 0 1 8 16 1 2 2 1 4 5 1 2 1 0
2 0 2 4 7 9 2 2 3 3 1 4 1 0 1 0
9 0 0 2 0 2 0 0 2 0 3 3 1 0 0 0
71 0 0 0 4 9 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0
97 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
3 11 37 72 11 17 21 9 17 26 7 13 10 0

Team / Coach: 天日 謙作 -
合　　　計 94

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

RATE 27.3%

-

-

51.4% 64.7%
200

0

天日 慎吾 0 15

28
高比良 寛治 17

0

28

- -
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柴田 恵宗 7 40
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試 合 日 2013.10.21
関西大学開始時間 19:00

会　　場 甲南大学体育館
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戦評
リーグ戦2部1位の関西大学と、最近力をつけてきた5部１位の芦屋大学との試合は、終始、関西大がリードを奪って
は芦屋大が追うという展開になった。しかしそう簡単には追随を許さず、関西大が逃げ切り勝利を収めた。
第1ピリオド、関西大#23藤高の3Pシュートで試合が始まる。出だし関西大が0-8とリードを奪い、流れを掴むかのよう
に思われたが、芦屋大はゾーンプレスを展開することで簡単に流れは渡さず、#47橋本の1on1などで得点を重ねて
いく。しかし残り3分、芦屋大のタイムアウト後、関西大は身長を生かしたプレイで得点を重ねていき15点のリードを奪
う。そのまま15-28と関西大13点のリードで第１ピリオドを終えた。
第2ピリオド、お互い着々と点を重ねていき、開始から5分、試合に落ち着きを戻そうと関西大は#10福澤を投入する。
残り3分となったところで関西大はタイムアウトを取るしかし芦屋大のゾーンプレスが激しくなり、速攻を奪うことで点差
を縮めていき、ラスト2秒、芦屋大#47橋本の3Pシュートが決まり、5点差と関西大リードで第２ピリオドを折り返した。
第3ピリオド、関西大#10福澤の3Pシュートで試合が始まる。出だしから関西大の連続シュートが決まり15点のリードを
奪う。関西大はオールコートでゾーンプレスをするが、芦屋大は上手くディフェンスをくぐり抜け点差を縮めていく。し
かし流れを渡すまいと関西大は#23藤高、#24山下などの速攻で点を重ねて60-72と関西大リードで第3ピリオドを終
了した。
第4ピリオド、再び芦屋大はオールコートでゾーンプレスを繰り広げる。関西大は得点を重ねることができず、点差が8
点と迫られたころでタイムアウトを取る。しかし関西大はうまく攻め込むことができず、芦屋大は速攻を重ねることで3点
差にまで点差を縮める。関西大は#23藤高を中心に攻めることで点を重ね、6点差に広げられたところで芦屋大はタイ
ムアウトを要求する。タイムアウト後、関西大はゾーンディフェンスを展開する。お互い点を重ねていき、残り1分で84-
91と関西大が7点リードのところから芦屋大はファウルゲームに持ち込む。芦屋大#2尾松の３Pシュートが残り30秒で
決まり、6点差のとこで関西大タイムアウト。ファウルゲームに持ち込むもうまく点差は縮まらず、94-100で関西大が勝

主審

関西学生バスケットボール連盟

荒屋　伸太朗(甲南大)戦評飯尾　勝紀 副審 木村　健太郎

記録


